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 運動会の舞台をつくる係活動 

 

 

 

 

 

１ 係分担を提案する。 

①各学年の人数を割り振る。人数は昨年度の反省などを踏まえて決める。 

②各学年で男女が均一になるようにする。 

③各担当のリーダー（教職員）を決める。主に昨年度かかわった人にする。 

 5-1 5-2 5-3 6-1 6-2 6-3 ４年生 合計 集合場所 

出発 １ １ １ ２ ２ ２   ９ 4-1 

決勝審判 ５ ６ ５ ６ ６ ６  ３４ 2-4 

用具 ５ ５ ５ ５ ５ ５  ３０ 4-3 

放送 ２ ２ ２ ２ ２ ２  １２ 5-3 

記録 ４ ４ ４ ５ ５ ５  ２７ 2-3 

救護 １ １ １ １ １ １   ６ 保健室 

応援 ６ ６ ６ ８ ８ ８ 各６人ずつ ６０ 6-3 

出場整理 ３ ３ ３ ４ ４ ４  ２１ 5-1 

受付 １ １ １ １ １ １   ６ 視聴覚室 

児童席 ３ ３ ３ ４ ４ ４  ２１ 1-1 

合計 31 32 31 38 38 38    

２ 仕事内容を明記した提案を出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会を運営するために教職員だけでは手が回らない。そこで児童（主に高学年）の係を

決める必要がある。児童係は、「自分達で運動会をつくり上げる」という自主性を養うことが

できる。そのためには、前もって教職員が係ごとの計画表を作成する。子どもが混乱しない

システムを作るのである。 
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①前日までの仕事・前日の仕事・運動会当日の仕事を明記する。 

②雨天時用の計画も立てておく。（準備期間で雨がふったときの仕事も考えておく。） 

③いつ、何を、誰がするのかを明記しておく。教職員と子どもの仕事を分ける。 

３ 例として用具係のシステム化  

 用具は各学年で使用するものや、競技の場を設定しなければならない。そのために用具一覧

表を作成する。各種目で必要な用具を子どもたちが自分で準備できるようにする。事前に校庭

で、用具の出し入れの練習をする。教師は子どもの動きを評価する。（○年生○秒！はやい！） 

      ≪用具係一覧表≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 来年度に必要なものを購入する 

 運動会が終わったら係ごとの反省を行う。来年度必要なものを購入しておく。その場主義で

仕事を進めることで来年度もスムーズに行うことができる。 
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必要な用具を確認 

児童のグループ 

用具の保管場所を

掲示する。常に 

整頓される。 

校庭図に用具の 

設置場所を事前に

記入してもらう。 


